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三次元座標測定機を用いた曲面形状測定に関する研究
担当部所 ： 栃木県産業技術センター 機械電子技術部

ご来場の皆様へ

Industrial Technology Center of Tochigi Prefecture

機械分野

研究目標

三次元座標測定機は、測定子を測定面法線方向から接触させることにより、正確な測定が可能です。
曲面形状を高精度で測定する事により、製品の高付加価値化が期待できます。

背景

研究目標と結果

まとめ

実施内容

問い合わせ先：栃木県産業技術センター 機械電子技術部 TEL 028(670)3396

●三次元座標測定機を用いて曲面形状の点測定を行う場合の、測定子の滑りの影響について調査する。

●直方体の長さ測定では、２点間の測定軸に平行な距離を求めれば、滑りの影響のない測定結果を得られる。
●曲面形状の点測定する場合、測定子接触方向が測定面の法線方向からずれると、誤差の要因になる。

航空機部品や金型部品において曲面形状を有する部品が増加し、部品製造を行う加工メーカにおいて曲面形状
の精度検証の要求が増加している。三次元座標測定機で曲面形状を測定する場合の課題として、測定子が測
定面に対して法線方向以外から接触した場合に、測定子の滑りが測定結果に影響を及ぼすことが考えられる。
そこで本研究ではブロックゲージや曲面形状を有するワークを測定し、測定子の接触方向による滑りの影響につ
いて調査を行った。

① ブロックゲージを用いた検証

② 曲面形状ワークを用いた検証

100mmのブロックゲージを三次元座標
測定機のY スケールに沿って配置した。
ブロックゲージの２面を、測定面に対す
る測定子の接触角度θで点測定し、２
点間の距離からブロックゲージの長さを
求めた。ブロックゲージのような直方体
の長さを測定する場合、２点間の空間
距離は滑りの影響を受け誤差が大きく
なるが、２点間の測定軸に平行な距離
（本実験ではY 方向）を算出すれば、滑
りの影響のない測定結果を得ることが
できる。
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図２ ブロックゲージ測定結果
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図１ 測定セットアップ

測定子 ２mm、鉛直方向

接触角度θ ０、15、30、45、60、75°

半径補正 なし

表１ 測定条件

垂直方向接触

X原点

法線方向接触

Z or Y
測定位置x

斜面角度θ

測定子 ２mm、鉛直方向

接触位置 x=5.5～14.5 の範囲で１mm ピッチ

接触方向 測定面の法線方向、垂直方向

半径補正 なし

表２ 測定条件

図３ 測定模式図 図４ 斜面角度に対する滑り量の変化

ワークの測定位置xに対して、法線方向
接触と垂直方向接触でそれぞれ点測定
を行い、法線方向接触の座標値から垂
直接触方向接触の座標値を減算するこ
とで、垂直方向接触の滑り量を求めた。
斜面角度約70°の斜面では滑り量は約
250μm であった。また、斜面角度が約
３°の斜面では滑り量10～20μmであっ
た。以上から、三次元座標測定機を用い
て曲面形状の点測定を行う場合、測定
子の接触方向が測定面の法線方向から
わずかでもずれると、誤差の要因になる
と考えられる。

誤差が増加


